









ば、Easterlin, 2001; Diener and Biswas-Diener, 2002; Dolan et al., 2008; Diener et al., 2010）。しかし、最近は
SWBと消費の関係そのものに焦点を当てる研究が散見される。例えば、インドのデータを用いた研究（Jaikumar et 









な態度を持つ人ほど消費意欲が高く、消費行動が活発になる」という研究結果（例えば、Katona, 1960, 1964, 1975; 
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Katona et al., 1971）を基礎に置く。同モデルをもとに作成された消費者心理指標は現在多くの国々で利用されている



















et al., 2018; Wang et al., 2015; Gokdemir, 2015）や、楽観的消費態度と消費行動の関連について世代による違いを
示唆する結果が得られていること（佐野, 2004, 2005）をふまえたものである。








































































































足という認知面、もう一つは肯定的感情と否定的感情という2つの成分で構成される感情面である（Lucas et al., 
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幸福感 0.158 2.98 0.031 5.71 0.052 9.14 0.058 8.51
幸福感の2次項 -0.014 -3.07
切片 1.436 9.29 1.649 47.38 1.510 39.97 1.445 30.79




幸福感 0.149 2.78 0.887 -0.007 -1.15 -0.043 0.016 2.27 0.088 0.014 1.76 0.073
幸福感の2次項 -0.014 -3.12 -0.993
時間選好 0.008 0.27 0.020 0.045 3.47 0.109 0.050 3.91 0.122 0.034 2.62 0.086
生活満足 -0.012 -0.22 -0.022 0.063 2.77 0.113 0.057 2.15 0.096 0.019 0.67 0.030
家計楽観 0.061 2.07 0.171 0.101 6.84 0.243 0.082 5.01 0.173 0.073 3.70 0.151
経済不安の低さ 0.084 2.01 0.170 0.048 2.84 0.097 0.061 3.43 0.127 0.117 6.24 0.266
属性変数 yes yes yes yes
切片 1.272 3.23 1.702 12.02 1.139 6.53 1.361 6.40
自由度修正済決定係数 0.073 0.170 0.233 0.243







































































































幸福感 -0.183 -1.89 -0.183 -1.89 0.015 0.011 -0.026
時間選好 -0.535 -2.35 -0.535 -2.35 0.043 0.033 -0.075
生活満足 0.983 2.64 0.983 2.64 -0.078 -0.060 0.138
家計楽観 0.299 1.39 0.299 1.39 -0.024 -0.018 0.042











幸福感 0.031 0.64 0.031 0.64 -0.003 0.000 0.003
時間選好 0.045 0.33 -0.339 -2.28 -0.004 0.035 -0.030
生活満足 0.351 2.01 0.351 2.01 -0.035 0.004 0.031
家計楽観 0.638 5.53 0.638 5.53 -0.064 0.007 0.057











幸福感 -0.003 -0.05 -0.002 -0.05 0.000 0.000 0.000
時間選好 -0.132 -1.30 -0.132 -1.30 0.016 -0.006 -0.010
生活満足 0.349 1.67 0.349 1.67 -0.041 0.016 0.026
家計楽観 0.963 6.03 0.458 2.42 -0.114 0.080 0.034











幸福感 0.006 0.09 0.006 0.09 -0.001 0.001 0.000
時間選好 -0.005 -0.05 -0.005 -0.05 0.001 -0.001 0.000
生活満足 0.033 0.15 0.033 0.15 -0.005 0.004 0.001
家計楽観 0.962 5.92 0.962 5.92 -0.154 0.121 0.033

















































































金銭面の満足度 0.170 0.374 0.472 0.680
物質面の満足度 0.079 0.032 0.785 0.694
時間面の満足度 -0.145 0.005 0.582 0.304
社交面の満足度 -0.039 -0.076 0.623 0.333
現在の暮らし向き 0.624 0.112 0.107 0.534
暮らし向き見通し 0.612 0.102 0.046 0.466
家計収入の増え方 0.799 -0.081 -0.008 0.584
家計収入の増減見通し 0.753 -0.056 -0.021 0.524
毎日の生活での経済不安 -0.011 0.829 0.052 0.726











第3因子　生活満足 0.344 0.499 1
付録　表2　尺度間の相関




家計楽観 0.244 0.491 1
経済不安の低さ 0.260 0.517 0.394 1
時間選好 -0.019 0.021 -0.003 0.188 1
消費行動 -0.006 0.105 0.201 0.209 0.078 1




家計楽観 0.401 0.430 1
経済不安の低さ 0.280 0.383 0.318 1
時間選好 0.006 0.051 0.046 0.211 1
消費行動 0.184 0.275 0.353 0.256 0.135 1




家計楽観 0.262 0.417 1
経済不安の低さ 0.362 0.480 0.400 1
時間選好 0.097 0.114 0.042 0.214 1
消費行動 0.295 0.363 0.346 0.354 0.164 1




家計楽観 0.400 0.464 1
経済不安の低さ 0.421 0.541 0.554 1
時間選好 0.084 0.118 0.084 0.195 1
消費行動 0.299 0.327 0.381 0.442 0.152 1









































































































（8） 「肯定的感情」「否定的感情」は、Watson et al.（1988）が作成したPANAS（the Positive and Negative Affect Schedule）の2因
子である。PANASは感情を表す形容詞20項目により構成されている。ローゼンバーグの「自尊感情尺度」は10項目から構成される尺
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